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見逃さない児童虐待見逃さない児童虐待

昼夜を問わず、職員の皆さんが子どもをみんなで守ろうと意
識し、関係部署・関係機関と連携を取りながら迅速に対応され
ているんですね。
また、地域の皆さんの勇気ある声掛けや通報で救われる子ど
もがいるんですね。
社会的に弱い立場の保護者や声を上げられない保護者にも
職員の皆さんが寄り添い、相談に乗ることで、虐待の防止につ
ながっていることもわかりました。

昼夜を問わず、職員の皆さんが子どもをみんなで守ろうと意
識し、関係部署・関係機関と連携を取りながら迅速に対応され
ているんですね。
また、地域の皆さんの勇気ある声掛けや通報で救われる子ど
もがいるんですね。
社会的に弱い立場の保護者や声を上げられない保護者にも
職員の皆さんが寄り添い、相談に乗ることで、虐待の防止につ
ながっていることもわかりました。

議会の取組
今年度は、子どもへの虐待をなくすことを呼びかけるため、
子ども虐待防止のシンボルマークであるオレンジリボンを議
員が作成し、東西庁舎総合受付と議会傍聴受付に設置し、皆さ
んの手に取っていただけるようにします。ぜひお持ち帰りく
ださい！
今後も3つのチカラ（保護者・地域・行政）で子どもを虐待か
ら守り、子育てに優しいまちにしていきます。

（表） （裏）

市議会でカードも作成しました。

2議会だより Vol.78



地域地域地域地域
保護者保護者保護者保護者

行政行政行政行政3つのチカラ3つのチカラ でで
現在、児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加傾向にあり、
児童虐待は社会全体で解決すべき重要な問題となっています。
11月は「児童虐待防止推進月間」です。子どもの虐待を見逃さないため、
3つのチカラの視点から家庭支援課の職員に児童虐待の現状を聞いてみました。

※インタビューは9月に行われたものです。

特 集

地域のチカラ
地域のチカラ

A
行政のチカラ
行政のチカラ関係部署・関係機関が連携して、子どもが生まれる前から切れ目

のない支援をしています。

家庭支援課の職員の皆さんをはじめ、子どもに関わる機関の皆さんが、子ど
もの命、子どもの人権の大切さを意識し、みんなで子どもを守ろうとご尽力
していただいているんですね。
職員の皆さん、保育園・幼稚園・学校の先生方、子どもに関わる機関全てのみ
なさんのチカラに感謝します！

地域の方の勇気ある行動により、虐待を未然に防ぐことができるんですね。
地域の大人たちが子どもに挨拶するなど、小さな見守りの積み重ねによっ
て、地域全体で子どもたちを守っていきましょう。

保護者の方は子育てに悩んだら、抱え込まずに相談してほしいですね。
それが虐待を未然に防ぐことにもつながるんですね。
相談できる体制が整っていることを保護者の方にもっと知っていただける
といいですね。

Q 子育てに悩んだらどうしたらよいですか?子育てに悩んだらどうしたらよいですか?

Q 見逃さないために、本市ではどのような取組をしていますか?見逃さないために、本市ではどのような取組をしていますか?

A
保護者のチカラ
保護者のチカラ子育てに悩みはつきもの。

保護者の方は、 自分を責めるのではなく、相談しやすいところに
気軽に相談していただきたいです。

Q 虐待ではと思ったときは、どうしたらよいですか?虐待ではと思ったときは、どうしたらよいですか?

A 児童相談所虐待対応ダイヤル189にお電話ください。
189は匿名で通報できます。
通報には必ず調査して対応しています。間違っていても責任は
問われません。皆さんの気づきが虐待防止に役立ちます。

いちはやく
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令和３年　　第3回定例会の結果　
会期31日間　8月25日～9月24日

今回の議案
決算の認定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8件 歳計剰余金の処分・・・・・・・・・・・・・・・・・・2件
条例の改正・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3件 補正予算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6件
市道の認定及び廃止・・・・・・・・・・・・・・・・1件 規則改正（議員提案）・・・・・・・・・・・・・・・・1件
意見書（議員提案）・・・・・・・・・・・・・・・・・・2件 
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全ての議案内容は、
北名古屋市議会ホームページの
「議案・請願とその審議結果」

をご覧ください。

今号では、
色の付いている議案を
ピックアップし

具体的にどう変わるのかを
（P.6～P.9）に掲載しております。
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Pickup
令
和
2
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
、
多
く
の
事
業
等
が
中
止
、
縮

小
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
2
年
度
一
般
会
計
決
算
の
う
ち
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
実
施
し
た
事
業
を
取
り
上
げ
ま
す
。

認定

Pickup

決
算
関
係
書
類
は
正
確
に
作
成
さ
れ
、
適
正
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
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市
税
の
収
納
実
績
に
つ
い
て
、
収
納
率
は
上
が
っ

て
い
る
が
、
現
状
は
。
ま
た
、
収
納
率
を
上
げ
る

た
め
の
取
組
は
。

A　

令
和
2
年
度
の
収
納
率
は
、
前
年
度
比
プ
ラ
ス

0
．17
%
の
97
．01
%
と
な
っ
て
い
る
。
近
隣
市
で

も
若
干
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

公
平
性
の
観
点
か
ら
、
財
産
が
あ
る
の
に
納
税
し

な
い
人
に
は
毅
然
と
対
応
し
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

納
税
が
困
難
な
方
に
は
納
税
相
談
で
個
々
に
合
っ

た
適
切
な
対
応
を
行
う
。

Q　

高
齢
者
安
全
運
転
支
援
装
置
設
置
促
進
事
業
で

1
8
3
万
千
円
補
助
さ
れ
た
が
、
装
置
を
設
置
し

た
人
数
は
。
補
助
後
の
事
故
件
数
は
。 

A　
障
害
物
検
知
機
能
付
き
装
置
は
45
件
、
障
害
物
検

知
機
能
な
し
装
置
は
32
件
。
装
置
の
普
及
段
階
な

の
で
、
事
故
件
数
の
デ
ー
タ
は
な
い
。
今
後
も
普

及
に
努
め
る
。

Q　
家
庭
児
童
相
談
事
業
に
お
け
る
相
談
者
数
に
つ
い

て
、
児
童
虐
待
の
相
談
件
数
や
内
訳
は
。
ま
た
、

児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
は
。

A　
児
童
虐
待
の
相
談
件
数
は
、
1
5
0
件
2
6
5
人

で
、
前
年
比
で
19
件
54
人
の
増
加
。
内
訳
は
、
ネ

グ
レ
ク
ト
が
多
い
。
家
庭
支
援
課
、
保
健
セ
ン
タ

ー
、
保
育
園
、
学
校
等
各
所
と
連
携
し
、
子
ど
も

を
見
守
る
。
ま
た
、
匿
名
で
通
報
で
き
る
1
8
9

の
啓
発
も
行
っ
て
い
く
。

Q　
市
内
の
特
定
空
家
の
件
数
お
よ
び
取
組
は
。
ま
た
、

今
後
増
え
て
い
く
特
定
空
家
へ
の
対
応
は
。

A　
令
和
元
年
度
で
1
件
、
令
和
2
年
度
で
1
件
。
特

定
空
家
に
認
定
さ
れ
た
場
合
、
北
名
古
屋
市
空
家

等
の
適
切
な
管
理
に
関
す
る
条
例
・
規
則
に
基
づ

き
、
助
言
・
指
導
、
勧
告
、
命
令
、
代
執
行
の
順

に
行
う
。
特
定
空
家
の
予
備
軍
が
複
数
あ
る
た
め
、

パ
ト
ロ
ー
ル
や
指
導
を
行
い
、
事
前
に
防
止
す
る

よ
う
取
り
組
む
。

Q　
母
子
保
健
事
業
の
育
児
相
談
の
件
数
が
減
少
し
て

い
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

相
談
体
制
は
。

A　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
参
加
控
え
も
あ
る
が
、
出

生
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
一
因
と
考
え
ら
れ

る
。
現
在
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
相
談
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
検
討
し
て
い
く
。

愛知県・北名古屋市新型コロナウイルス感染症対策協力
金交付事業 1億8,837万円
愛知県の休業協力要請に応じて、休業および営業時間
短縮に全面的に協力した中小企業者等に対し、1事業所あ
たり50万円の協力金を交付した。

地域応援クーポン券事業 1億9,269万円
コロナの影響を受けた地元事業者を応援するため、市
内の対象店舗で利用できるクーポン券(1人2,000円分)
を市内全世帯に送付し、
市民の消費喚起と地域
経済の維持・活性化を図
った。

経済対策支援事業 1,027万円
スタンプラリーや感染症予防周知ポスターの作成な
ど、コロナの影響で落ち込む地域の消費を喚起するため
のプロジェクトを行
った商工会に補助金
を交付し、地域経済
活性化事業を支援し
た。

一般会計決算
歳入 総額416億3,062万6,716円 歳出 総額402億5,233万2,870円　
市税　 136億4千万円
市民税・固定資産税など
国庫支出金 135億2千万円
国からの補助金など
市債 36億円
市が借りるお金
県支出金 20億6千万円
県からの補助金など
繰入金 18億3千万円
貯金の取崩しなど
地方消費税交付金 18億円
消費税の配分金
地方交付税 17億6千万円
国税からの配分金
諸収入 9億円
手数料や使用料など
繰越金 12億6千万円
翌年度に繰り越すお金
その他 12億7千万円

民生費 129億5千万円
高齢者や障害者の支援、生活保護、保育園の運営など
総務費 110億円
市役所の管理、運営費など
教育費 33億3千万円
小中学校、図書館の運営など
土木費 28億4千万円
道路整備、都市計画など
衛生費 27億6千万円
ごみ・し尿処理、市民の健康管理など
公債費 27億1千万円
市が借りたお金の返済
消防費 9億4千万円
消防・災害対策など
その他 37億1千万円

新型コロナウイルス感染症対策 経済分野
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新型コロナウイルス感染症対策医療機関助成金交付事業 1,000万円
西春日井地区の2次救急医療機関である済衆館病院とはるひ呼吸器病院に対し、
地域医療体制の崩壊防止と医療提供体制の維持確保を目的として、助成金を交付し
た。
高齢者インフルエンザ予防接種費補助金交付事業 2,719万円
コロナとインフルエンザの同時流行を見据え、希望する高齢者に対し
インフルエンザワクチン接種を推進することで、重症患者の発生を抑え、
コロナに対応する医療機関の負担軽減を図った。

新型コロナウイルス感染症対策 医療分野

子育て世帯への臨時特別給付金支給事業 1億2,460万円
コロナの影響を受けている子育て世帯の生活を支援するため、児童手当を受給す
る世帯に対して、対象児童1人につき1万円の臨時特別給付金を給付した。
ひとり親世帯臨時特別給付金支給事業 9,131万円
コロナの影響により、子育てと仕事を一人で担う低所得のひとり親世帯に特に大
きな困難が心身に生じていることを踏まえ、臨時特別給付金を給付し、収入の減少
に対する支援を行った。
出産応援特別給付金給付事業 2,202万円
コロナ感染拡大防止のため、人との接触を控える中で不安を抱く妊婦
が安心して子どもを出産し、育てることができるように、国の特別定額
給付金基準日の翌日以降の出生児に対し、5万円を臨時的に給付した。

新型コロナウイルス感染症対策 福祉分野
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Pickup
女
性
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
人
材
の
市
議
会
へ
の
参
画
を

促
進
す
る
環
境
整
備
を
図
る
観
点
か
ら
、
本
会
議
お
よ
び
委
員

会
へ
の
欠
席
事
由
と
し
て
、
出
産
・
育
児
・
介
護
・
配
偶
者
の

出
産
補
助
等
を
明
文
化
し
ま
す
。

ま
た
、
出
産
に
伴
う
欠
席
期
間
を
規
定
し
ま
す
。

Pickup

市
議
会
へ
の
多
様
な
人
材
の

参
画
を
促
進
し
ま
す
。

Pickup

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

令和4年度の政府予算編成にあ
たり、定数改善計画の早期策定・
実施と、義務教育費国庫負担制度
の堅持とともに、国庫負担率2分
の1への復元にむけて、十分な教
育予算を確保されるよう関係行政
庁に要望する。

まん延する新型コロナウイルス
感染症の影響により、引き続き地
方財政は巨額の財源不足を生じ、
厳しい状況に陥ることが予想され
ることから、令和4年度地方税制
改正に向け、地方税財源の充実確
保を関係行政庁に要望する。

新型コロナに関する
地方税財源の充実を

子どもの教育環境、
教育予算に関する
予算確保を

インターネットで議会の録画中継や議案の審議結果など様々な情報が見られます

ホームページは
こちらから

是非、この機会に市民の皆様の
アクセスをお待ちしております。

※通信料等はご利用者
　負担となります。

北名古屋市議会 検 索

可決
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
接
種
体
制
を
継
続

し
、
女
性
の
サ
ポ
ー
ト
や
高
校
生
等
の
就
学
助
成
、
未
就
学
児

の
入
院
時
に
お
け
る
食
事
療
養
費
の
支
給
等
を
行
い
ま
す
。

Pickup

補
正
予
算
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
を
含
め
た
様
々
な
事
業
を

進
め
ま
す
。

Q　
地
域
に
お
け
る
女
性
の
つ
な
が
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
周
知
方
法
は
。

A　

本
事
業
に
お
け
る
相
談
事
業
や
生
理
用
品
の
配
布
は
、
民
間
団
体
と

連
携
し
て
実
施
す
る
た
め
、
周
知
に
つ
い
て
も
民
間
団
体
の
視
点
を

生
か
し
、
S
N
S
も
活
用
し
て
い
く
。

Q　

学
校
情
報
シ
ス
テ
ム
が
更
新
さ
れ
る
が
、
シ
ス
テ
ム
整
備
の
現
在
の

進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
自
主
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
の
導
入
予
定
は
。

A　

学
校
現
場
や
外
部
有
識
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
本
市
の
実

態
に
沿
っ
た
シ
ス
テ
ム
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。
学
び
が
充
実

す
る
ソ
フ
ト
の
導
入
を
含
め
、
新
し
い
学
び
の
構
築
を
進
め
る
。

コロナの予防対策として、令和4年2月末の接種完了に向けて、
市民への予防接種を継続して実施する。

新型コロナウイルス予防接種事業 1億6,061万円

コロナの影響が続く中、困難や不安を抱える女性に対する支援として、地域
の女性の手による身近な相談窓口の設置や、経済的な理由で生理用品を購入で
きない「生理の貧困」に対応するため、生理用品を配布する。

地域における女性のつながりサポート事業 100万円

家庭の経済的理由にかかわらず、安心して学校生活
が送れるように、高等学校等に在学する生徒を持つ支
援が必要な世帯に助成金を交付し、教育に係る経済的
負担の軽減を図る。

高等学校等就学助成事業 485万円

未就学児の入院時における食事療養費のうち全額または一定額を超える金額
を新たに支給することにより、子育て世代の経済的負担の軽減を図る。

子ども医療事業 29万円

可決
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一
般
質
問
と
は

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。今
回
の一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

一
般
質
問
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
市
議
会
」か
ら『
議
会
録
画
中
継
』を
選
択
し
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
議
員
9
人

質
問
18
項
目

福祉県
で
は
昨
年
、モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、拠

点
型
の「
待
つ
支
援
」か
ら
訪
問
型
の「
届

け
る
支
援
」を
目
指
し
て「
家
庭
訪
問
型
子

育
て
支
援『
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
』の
取
組
」

を
始
め
て
い
る
。

①　

コ
ロ
ナ
禍
で
増
え
る
子
育
て
の
悩
み

に
対
し
、今
後
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
ど
う
運
営
さ
れ
る
の
か
。

②　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
あ

た
り
、親
の
意
見
お
よ
び
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
見
直
し
を
進
め
る
考
え
は
。

③　

親
の
ニ
ー
ズ
や
、参
加
者
以
外
の
親

の
意
見
の
把
握
方
法
は
。

④　

本
市
も
県
モ
デ
ル
事
業『
ホ
ー
ム
ス

タ
ー
ト
』に
取
り
組
む
考
え
は
。

児
童
課
長

①　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
生
じ
た
心
の
ケ

ア
も
含
め
事
業
を
継
続
し
て
い
く
。

②　

日
頃
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
意
見
や
情
報

を
も
と
に
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、利
便

性
の
向
上
、利
用
者
増
加
に
向
け
、積
極
的

に
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

③　

事
業
計
画
策
定
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や

電
話
相
談
等
で
聞
き
取
っ
た
意
見
、要
望

を
収
集
し
、ニ
ー
ズ
の
把
握
に
務
め
て
い

る
。

④　

既
存
の
事
業
で
賄
う
こ
と
が
で
き
る

た
め
実
施
予
定
は
な
い
が
、支
援
の
つ
な

が
り
、連
携
の
工
夫
を
重
ね
、委
託
訪
問
支

援
事
業
の
必
要
性
を
研
究
し
、利
用
者
に

寄
り
添
っ
た
事
業
が
展
開
で
き
る
よ
う
努

力
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

■
平
和
事
業
に
つ
い
て

熊
澤　
真
澄
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
・
支
援
に
つ
い
て

東子育て支援センター
（あさひ子どもふれあいセンター内）
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福祉合
併
以
来
、本
市
の
人
口
は
増
加
を
続

け
て
き
た
が
、全
国
的
な
傾
向
と
同
様
に
、

少
子
化
の
波
は
少
し
ず
つ
進
行
し
て
き
て

い
る
。少
子
化
の
原
因
は
、未
婚
率
の
増
加

や
晩
婚
化
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
る
。

市
民
が
安
心
し
て
出
産
、子
育
て
で
き
る

環
境
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
に
は
、ま
ず

安
心
し
て
結
婚
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。結
婚
に
関

す
る
様
々
な
情
報
提
供
や
情
報
収
集
、婚

活
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
取
り
組

む
考
え
は
。ま
た
、行
政
の
み
な
ら
ず
、地

域
で
活
動
す
る
様
々
な
団
体
と
協
働
で
安

心
し
て
結
婚
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
考
え
は
。

福
祉
部
長

婚
活
支
援
に
関
す
る
事
業
は
、個
人
の

思
想
や
価
値
観
に
お
い
て
、多
種
多
様
な

ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、一
部
の
自

治
体
で
導
入
し
て
い
る
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

関
わ
る
膨
大
な
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
必
要
で

あ
る
。

そ
の
た
め
、民
間
の
持
つ
情
報
や
柔
軟

な
発
想
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
効
果

的
で
あ
り
、婚
活
に
対
す
る
具
体
的
な
取

組
は
考
え
て
い
な
い
。

福
祉
や
医
療
、子
育
て
支
援
な
ど
、安
心

し
て
家
庭
を
持
て
る
環
境
を
作
る
こ
と
で
、

少
子
化
対
策
や
婚
活
支
援
に
つ
な
げ
て
い

く
。そ

の
他
の
質
問

■
児
童
遊
園
の
再
編
成
の
検
討
を

浅
利　
公
惠
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

少
子
化
対
策
に
向
け
た
婚
活
に
つ
い
て

最
近
、人
工
的
に
作
ら
れ
た
強
い
香
り

の
柔
軟
剤
や
合
成
洗
剤
、消
臭
剤
な
ど
が

人
気
に
な
る
と
と
も
に
、化
学
物
質
過
敏

症
に
よ
る
相
談
も
増
え
て
い
る
が
、香
り

は
個
人
の
好
み
と
さ
れ
、被
害
を
受
け
て

い
る
人
は
神
経
質
な
人
と
い
う
偏
見
か
ら

孤
立
し
が
ち
で
あ
る
。

「
香
害
」は
、自
分
で
使
用
し
て
い
な
い

の
に
被
害
を
受
け
る
も
の
で
、自
分
に

と
っ
て
は
香
り
が
快
適
で
も
他
人
は
不
快

に
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認

識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
香
り
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
」ポ
ス
タ
ー
を
作

成
す
る
な
ど
周
知
啓
発
に
取
り
組
む
考
え

は
。環

境
課
長

本
市
で「
香
害
」に
関
す
る
相
談
は
こ
こ

数
年
な
い
。香
害
に
関
し
て
、認
知
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
も
要
因
の
一
つ
と
考
え
る
。

ま
だ
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い「
香
害
」と

い
う
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
市
民
に
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
、香
害
に
よ
る
ア
レ
ル

ギ
ー
や
化
学
物
質
過
敏
症
等
に
苦
し
む
方

が
い
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
、化
学
物
質

過
敏
症
等
を
発
症
し
な
い
た
め
の
行
動
や
、

発
症
の
要
因
と
な
る
化
学
物
質
を
使
用
し

た
家
庭
用
品
に
つ
い
て
理
解
い
た
だ
け
る

よ
う
、広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
と
と
も
に
、公
共
施
設
、小
中
学
校
、西

春
駅
通
路
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
等
、

啓
発
に
務
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

■
本
市
に
お
け
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
に
つ
い
て

間
宮　
文
枝
（
公
明
党
）

深
刻
化
す
る
「
香
害
問
題
」
に
つ
い
て

香害ポスター（消費者庁ホームページより）

防災環境
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家
族
の
死
亡
に
伴
う
市
役
所
で
の
手
続

き
は
多
岐
に
わ
た
り
、複
雑
で
、遺
族
に

と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と
な
る
。遺
族
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
べ
き
。

①
令
和
２
年
度
に
死
亡
届
を
受
理
し
た
件

数
は
。

②
現
在
行
っ
て
い
る
死
亡
後
の
手
続
き
の

案
内
は
。

③
市
役
所
内
外
の
お
く
や
み
手
続
き
な
ど

を
ま
と
め
た「
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」の
作
成
な
ど
、案
内
書
を
充
実
さ
せ

る
考
え
は
。

④
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
手
続
き
や
書
類
作

成
を
補
助
す
る「
お
く
や
み
相
談
窓
口
」

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
考
え
は
。

市
民
課
長

①
６
５
４
件

②
市
民
課
で
各
担
当
課
に
お
け
る
死
亡
後

の
手
続
き
お
よ
び
市
役
所
以
外
の
主
な

手
続
き
の
案
内
一
覧
を
配
布
し
、担
当

課
窓
口
へ
の
案
内
に
は
職
員
が
付
き
添

う
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

③
必
要
と
な
る
手
続
き
が
多
岐
に
渡
り
、

市
役
所
以
外
の
手
続
き
の
記
載
範
囲
な

ど
課
題
も
あ
る
が
、市
民
の
利
便
性
向

上
の
た
め
、調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

④
設
置
す
る
場
所
や
人
員
配
置
な
ど
課
題

も
あ
る
た
め
、本
市
に
合
っ
た
案
内
方

法
に
つ
い
て
他
市
町
の
導
入
事
例
を
参

考
に
し
、関
係
課
と
調
査
研
究
を
進
め

て
い
く
。

渡
邉
麻
衣
子
（
日
本
共
産
党
）

窓
口
で
の
お
く
や
み
手
続
き
支
援
で
遺
族
の
負
担
軽
減
を

教育本
市
は
都
市
公
園
な
ど
、子
ど
も
達
の

遊
ぶ
場
所
が
他
の
自
治
体
と
比
較
し
て
少

な
い
た
め
、子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
遊
べ

る
場
所
の
候
補
と
し
て
、放
課
後
の
小
学

校
の
校
庭
に
着
目
し
て
は
ど
う
か
。そ
し

て
、放
課
後
の
子
ど
も
達
の
居
場
所
を
担

う
児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
・
放
課
後
子
ど
も

教
室
を
同
一
施
設
に
集
約
す
る
、ま
た
は
、

事
業
体
を
一
元
化
し
て
、小
学
校
の
校
庭

区
画
に
あ
る
施
設
に
管
理
者
を
配
置
し
て

は
ど
う
か
。

今
後
の
児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
・
放
課
後

子
ど
も
教
室
の
運
営
方
法
お
よ
び
施
設
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

副
市
長

各
施
設
に
は
、世
代
間
交
流
、預
か
り
保

育
、多
様
な
体
験
活
動
と
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
た
設
置
理
由
が
あ
る
。し
か
し
、近
年

は
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
の

一
体
的
運
営
を
進
め
、児
童
館
で
は
世
代

間
の
交
流
を
深
め
る
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
は

複
合
化
が
進
ん
で
い
る
。一
方
、ハ
ー
ド
面

で
は
す
べ
て
の
施
設
を
学
校
敷
地
内
に
集

約
す
る
に
は
十
分
な
研
究
と
検
証
が
必
要

で
あ
る
。

今
後
、子
ど
も
の
安
全
な
居
場
所
と
し

て
三
施
設
の
一
体
的
な
運
営
を
目
指
す
に

あ
た
り
、小
学
校
の
運
動
場
は
最
適
と
考

え
る
の
で
、有
効
活
用
も
含
め
、多
様
化
す

る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
放
課
後
の
子
ど
も

の
居
場
所
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

■
小
学
校
の
校
庭
の
放
課
後
利
用
に
つ
い

て

清
水　
晃
治
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
事
業
に
つ
い
て

宇福寺児童館

市民健康
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福祉高
齢
運
転
者
の
操
縦
ミ
ス
が
招
い
た
痛

ま
し
い
交
通
事
故
や
運
転
中
の
病
気
の
発

作
に
よ
る
交
通
事
故
の
報
道
が
相
次
い
で

い
る
。高
齢
者
自
身
が
運
転
技
術
の
低
下

や
健
康
状
態
に
不
安
を
抱
く
よ
う
に
な
っ

た
事
、ま
た
、警
察
や
自
治
体
か
ら
高
齢
者

へ
の
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
の
呼
び
か

け
に
よ
り
、高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主

返
納
件
数
が
増
加
し
、身
近
な
足
と
な
る

公
共
交
通
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

本
年
7
月
に
は
市
内
循
環
バ
ス
の
停
留

所
の
増
設
や
、昼
便
の
増
便
な
ど
、市
民
の

利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。し
か
し
、高

齢
者
か
ら
は
な
お
も
改
善
点
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

福
祉
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
が
、

今
後
、高
齢
者
の
身
近
な
足
と
な
る
公
共

交
通
の
充
実
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
か
。

福
祉
部
次
長

高
齢
者
の
移
動
支
援
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

を
十
分
に
把
握
し
た
う
え
で
、市
内
循
環

バ
ス
を
は
じ
め
、タ
ク
シ
ー
業
界
等
の
民

間
業
者
を
効
率
的
に
組
み
合
わ
せ
、利
便

性
と
継
続
性
の
あ
る
公
共
交
通
の
あ
り
方

を
包
括
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。ま
た
、地
域
交
通
会
議
に
お
い
て
も

福
祉
分
野
の
視
点
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ

う
、関
係
課
と
連
携
し
、多
様
な
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

齊
藤　
裕
美
（
公
明
党
）

高
齢
者
の
身
近
な
足
と
な
る
公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い
て

きたバス

建設下
水
道
の
整
備
に
よ
り
、汚
水
は
浄
化

セ
ン
タ
ー
で
適
切
に
処
理
さ
れ
る
。河
川

の
水
質
保
全
、水
路
の
悪
臭
を
防
ぐ
な
ど
、

環
境
面
、衛
生
面
の
観
点
か
ら
も
下
水
道

の
早
期
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
地
元
説
明

会
が
開
催
で
き
な
い
こ
と
で
、下
水
道
接

続
工
事
に
つ
い
て
疑
問
に
思
っ
て
い
る
方

や
迷
っ
て
い
る
方
へ
の
対
応
が
滞
っ
て
い

る
の
で
は
と
感
じ
る
。

市
民
が
納
得
で
き
る
説
明
を
丁
寧
に
行

う
な
ど
、き
め
細
か
な
対
応
が
必
要
で
あ

り
、経
済
的
な
事
情
の
あ
る
方
に
対
し
て

は
、利
子
補
給
制
度
の
拡
充
、下
水
道
接
続

補
助
制
度
の
創
設
な
ど
検
討
す
る
考
え
は
。

下
水
道
課
長

本
市
は
公
共
下
水
道
の
整
備
開
始
か
ら

20
年
が
経
過
し
、普
及
率
は
50
．4
％
と
な
っ

て
い
る
。

長
期
的
に
安
定
し
た
事
業
運
営
を
持
続

し
て
い
く
た
め
に
も
、整
備
率
・
接
続
率
の

向
上
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

市
で
は
、ト
イ
レ
の
水
洗
化
な
ど
の
工

事
費
用
を
一
時
的
に
負
担
す
る
こ
と
が
困

難
な
方
を
対
象
に
工
事
に
必
要
な
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん
と
そ
の
融
資
に
対
す
る
利

子
を
補
給
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
。

今
後
の
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
、下
水

道
の
必
要
性
・
有
効
性
な
ど
、丁
寧
な
説
明

を
行
う
と
と
も
に
、他
市
町
の
制
度
も
研

究
し
、接
続
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い

く
。

川
渕　
康
宏
（
日
本
共
産
党
）

汚
水
の
下
水
道
へ
接
続
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
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防災環境

財務

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、各
地
域
で
の
環

境
美
化
活
動
が
中
止
と
な
っ
て
い
る
。環

境
美
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、様
々
な

世
代
の
多
く
の
方
の
参
加
を
促
し
て
い
く

と
と
も
に
、こ
れ
ま
で
の
活
動
と
併
せ
て
、

コ
ロ
ナ
禍
に
も
対
応
し
た
新
し
い
工
夫
も

必
要
で
あ
る
。

従
来
型
の
ご
み
拾
い
に
ス
ポ
ー
ツ
の
要

素
を
取
り
入
れ
た
ス
ポ
G
O
M
I
は
、環

境
美
化
と
ス
ポ
ー
ツ
を
気
軽
に
楽
し
み
な

が
ら
参
加
で
き
る
社
会
貢
献
活
動
で
あ
る
。

市
内
の
事
業
所
や
、自
治
会
等
の
様
々

な
団
体
と
地
域
が
協
働
し
て
ス
ポ
G
O
M

I
大
会
を
開
催
す
る
考
え
は
。

ま
た
、S
N
S
を
活
用
し
た
環
境
美
化

の
推
進
と
し
て
、ご
み
拾
い
S
N
S
ピ
リ

カ
を
活
用
し
た
環
境
美
化
活
動
に
取
り
組

む
考
え
は
。

環
境
課
長

環
境
美
化
活
動
は
例
年
、市
環
境
美
化

推
進
委
員
会
と
共
催
し
、ご
み
ゼ
ロ
運
動

お
よ
び
河
川
等
清
掃
活
動
を
地
域
と
連
携

し
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、市
民
等
に
よ
る

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
清
掃
活
動
、新
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
事
業
等
、北
名
古
屋
市
の
環
境
美
化
は

市
民
等
の
協
力
に
よ
り
保
た
れ
て
い
る
。

ご
み
ゼ
ロ
運
動
等
は
、活
動
方
法
を
工
夫

す
る
な
ど
、実
施
に
向
け
た
検
討
を
今
後

も
行
っ
て
い
く
。

ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
大
会
の
開
催
お
よ
び
ご

み
拾
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ピ
リ
カ
の
活
用
は
、費
用

対
効
果
、コ
ロ
ナ
に
よ
る
既
存
事
業
へ
の

影
響
等
を
見
極
め
な
が
ら
、市
環
境
美
化

推
進
委
員
会
と
の
調
整
も
図
り
つ
つ
、情

報
共
有
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

■
保
育
園
等
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

上
野　
雅
美
（
無
会
派
）

環
境
美
化
へ
の
取
組
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済
状
況
の
更
な
る
悪

化
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、ま
た
、リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
説
明
責
任

を
果
た
す
た
め
、財
政
非
常
事
態
宣
言
を

発
令
す
べ
き
。県
内
で
同
規
模
の
他
市
町

で
は
例
年
通
り
の
予
算
編
成
を
し
て
い
る

が
、本
市
で
は
深
刻
な
財
源
不
足
で
事
務

事
業
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。特
別
職

の
報
酬
見
直
し
な
ど
、更
な
る
税
収
減
を

想
定
し
た
財
源
捻
出
に
向
け
た
取
組
を
行

う
こ
と
が
、市
民
の
命
を
守
り
抜
く
た
め

に
は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

仮
に
財
政
非
常
事
態
宣
言
を
発
令
し
な

い
な
ら
ば
、ど
の
よ
う
な
方
策
を
通
じ
て

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
の
か
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
第
5
波
を
乗

り
越
え
る
た
め
の
方
策
は
。

市
長潤

沢
な
財
政
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
が
、現
状
は
財
政
運
営

上
の
危
機
で
は
な
い
と
考
え
る
た
め
、財

政
非
常
事
態
宣
言
を
発
令
す
る
段
階
に
は

至
っ
て
い
な
い
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
急
拡
大
す
る
中
で
、持
続
可
能

な
財
政
運
営
に
向
け
、職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

■
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
妊
婦
支
援
の
課
題

に
つ
い
て

■
学
校
閉
鎖
等
を
想
定
し
た
準
備
に
つ
い

て
■
西
図
書
館
廃
止
の
説
明
責
任
に
つ
い
て

■
次
期
市
長
選
挙
に
つ
い
て

阿
部　
武
史
（
無
会
派
）

財
政
非
常
事
態
宣
言
の
発
令
に
つ
い
て
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注意事項
※アプリは無料で利用できますが、通信料がかかり
ます。（通信機器のご利用プランごとに異なりま
す。）

※アプリ画面上に表示される広告は、株式会社ホー
プが募集し掲載しているもので、その内容は北名
古屋市議会とは関係ありません。

利用方法
1　下の2次元バーコードから、またはApp StoreやGoogle playにて「マチイロ」と検索し

て、アプリをダウンロードしてください。
2　インストールした後、性別、生年月日、お住いの地

域などの個人設定を行ってください。

本会議・委員会開催日（P.16定例会の予定参照）に、市役所東庁舎4階東エレベーター前で傍
聴受付を行います。
本会議の受付時間は、本会議、委員会とも会議開始30分前からとなります。
傍聴の際は、検温、手指消毒、マスクの着用等、新型コロナウイルスの感染拡大防止にご協力ください。

本会議・委員会を傍聴してみませんか

※委員会は先着10名となりますのでご了承ください。

第1委員会室 本会議場

表紙紹介

柏木 海歩 さん
（名古屋芸術大学）

ios版 Android版

議会だよりがアプリで読めます
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北
名
古
屋
市
議
会
だ
よ
り

北
名
古
屋
市
議
会
だ
よ
り

発
行
／
北
名
古
屋
市
議
会
　
編
集
／
北
名
古
屋
市
議
会
広
報
委
員
会

住
所
／
〒
481-8501 愛

知
県
北
名
古
屋
市
熊
之
庄
御
榊
60

電
話
／
TEL0568-22-1111　

FAX／
0568-23-3140

vol.78（
2021. 11）

vol.78（
2021. 11）

編 集 後 記

令和３年第４回定例会の予定

≪皆様の声をお聞かせください≫
議会だよりをより充実させるため、皆様からの
ご意見ご感想をお聞かせください。

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

議会事務局

前号に引き続き、今号の特集でも「3つのチカラ」をテーマにして、当局の取組ととも

に私たち市議会の取組を掲載しました。今号では、かねてから取り組んでいる児童虐待

防止の啓発を図るため、さまざまな視点から児童虐待防止を捉え、今の現状を市民のみ

なさんに知っていただき、みなさんと一緒に子どもを守ろうとの思いで特集しました。

コロナ禍で活動しにくい状況ですが、今後も私たち市議会は、子育てに優しいまちづ

くりに取り組んでまいります。

16議会だより Vol.78




